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事例から学ぶ
漢方製剤に関する事例

＜疑義照会や処方医への情報提供を行った事例＞

◆ツムラ大黄甘草湯エキス顆粒を継続して服用している患者に、転院先の医療機関から
ツムラ芍薬甘草湯エキス顆粒が処方された。患者へ確認したところ、便秘治療薬を引き
続き処方してもらう予定であったと聴取した。疑義照会を行った結果、ツムラ大黄甘草
湯エキス顆粒へ変更になった。

➡この他にも事例が報告されています。

■事例の詳細
平素より当薬局を利用している患者に、新規でツムラ薏苡仁湯エキス顆粒が処方され
た。どのような症状で薬剤が処方されたか患者に確認したところ、イボの治療のため
以前からヨクイニンを服用しており、関節痛や筋肉痛などの痛みは全くないことを
聴取した。お薬手帳を確認したところ、以前、他の医療機関からヨクイニンエキス錠
「コタロー」が処方されていた。ツムラ薏苡仁湯エキス顆粒の添付文書の効能又は効果
にはイボの記載がないため、処方間違いを疑い疑義照会を行った結果、ヨクイニン
エキス錠「コタロー」へ変更になった。

■推定される要因
患者がイボの治療のためにヨクイニンを服用していたことを処方医に伝えたことによ
り、処方医はツムラ薏苡仁湯エキス顆粒を誤って処方したと推測される。処方医は
ツムラ薏苡仁湯エキス顆粒の効能・効果について知識が不足していたと考えられる。

■薬局での取り組み
患者から聴取した症状と薬剤の効能・効果が一致していない場合は処方医に疑義照会
を行う。

◆めまいのため医療機関を受診した患者にツムラ苓姜朮甘湯エキス顆粒が処方された。
ツムラ苓姜朮甘湯エキス顆粒の添付文書の効能又は効果にはめまいの記載がないため、
ツムラ苓桂朮甘湯エキス顆粒との処方間違いを疑い疑義照会を行った結果、ツムラ苓桂朮
甘湯エキス顆粒へ変更になった。

【患者の症状等と一致しない薬剤】

【前回と異なる薬剤】

【患者の症状等と一致しない薬剤】
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◆ツムラ小青竜湯エキス顆粒を1日3包1日3回で服用中の患者に、他の医療機関からツムラ
麻黄湯エキス顆粒1日3包1日3回が処方された。構成生薬のマオウが重複するため疑義照会
を行った結果、PL配合顆粒1日3g 1日3回へ変更になった。

【添付文書の併用注意に記載がある生薬の重複】

ポイント
●漢方製剤は名称が類似している薬剤が多い。名称が類似している薬剤同士の処方間違い
　が起こる可能性があることに留意し、患者の症状と処方された薬剤の効能又は効果が
　一致するか確認を行うことが必要である。
●漢方製剤が複数処方された場合は、構成生薬も確認し、同じ生薬の重複による過量投与
　に注意する必要がある。特に添付文書の併用注意に記載されているカンゾウやマオウ
　を含む漢方製剤が重複して処方された場合は、1日の総量の確認を行うことが重要で
　ある。
●カンゾウを含む漢方製剤を服用している患者に、カリウム製剤が処方された場合、ある
　いは、血圧上昇や血清カリウム値の低下がみられた場合は、カンゾウによる副作用発現
　の可能性があるため、カンゾウを含む漢方製剤を処方している医師に対し情報提供を
　行うことが重要である。

◆定期薬でツムラ芍薬甘草湯エキス顆粒を服用している患者にアスパラカリウム錠が処方
された。カンゾウによる低カリウム血症を疑い疑義照会を行った結果、ツムラ芍薬甘草湯
エキス顆粒が削除になった。

【副作用の発現】


